
1 

平成 21 年度第２回新潟市若年者自立支援ネットワーク会議 議事録 

と き：平成 22年 1月 29日(金) 
ところ：新潟市役所第１分館 1-601会議室 

発 言 者 発 言 概 要 
司 会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ただ今から，「平成２１年度第２回新潟市若年者自立支援ネット
ワーク会議」を開会します。 

 本日は大変お忙しい中，皆様からお集まりいただき，ありがとう
ございます。 

 私は本日の司会を務めさせていただきます，商業振興・雇用対策
課雇用対策室長の笠原と申します。 
どうぞよろしくお願いします。 

 限られた時間ですので，早速会議を進めさせていただきます。 
 本日の会議につきまして，会議録作成のため録音させていただい
ています。ご了承ください。 

 また，本日，傍聴の方及び報道として新潟日報社様がおりますこ
とをご報告させていただきます。 

 本日の資料の確認をお願いします。 
 配付資料は，本ネットワーク会議の次第。 
続いて，本日の出席者名簿及び座席表です。 

 また，資料として，資料１「現下の雇用状況等について」， 
資料２「新潟地域若者サポートステーション事業実績報告」 
資料３「コミュニティ・カフェ（就労体験事業所＆居場所）事業」
資料４として，封筒に入った資料一式 
資料５「新潟市発達障がい支援センター『ＪＯＩＮ（ジョイン）』」

のパンフレットと補足の資料 
資料６「新潟市若年者自立支援ネットワーク会議設置要綱」 

です。よろしいでしょうか。 
 続きまして，本日の委員の皆様の出席状況をご報告させていただ
きます。 

 欠席された委員の方はいらっしゃいませんが，代理で出席いただ
いている方をご紹介します。 

 新潟市教育委員会学校支援課長の南委員の代理として， 
同課の佐藤指導主事です。 

 新潟労働局職業安定課長の石田委員の代理として， 
同課の今泉職業紹介係長です。 

 雇用能力開発機構新潟センター調査役の田村委員の代理として，
同センターの野村委託訓練第一係長です。 

 新潟県労政雇用課長の矢野委員の代理として， 
同課の益田労働福祉・雇用均等係長です。 
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司 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西條会長 
 
 
 

事務局（新井田） 
 

西條会長 
 
 
 

篠田委員 
 
 
 
 
 
 
 

事務局（笠原） 
 

石田委員 

 以上，ご報告させていただきます。 
 なお，本日は，次第「２ 報告事項」の中で，各取り組み状況に
ついてご報告いただく方にもご出席いただいています。 
ご紹介させていただきます。 

 ささえあいコミュニティ生活協同組合新潟理事の武田様です。 
 新潟市発達障がい支援センター就労支援担当の佐藤様です。 
 本日は，ご出席いただきありがとうございました。 
 ここで，事務局から委員の皆様にご報告させていただきます。 
 昨年秋に民主党政権が誕生し，国の歳出予算に係る事業について
事業仕分けが行われましたことは，皆様ご承知のとおりかと思いま
す。 

 新潟地域若者サポートステーション事業につきましては，この事
業仕分けの中で見直しなどの影響を受けることはなく，今後も事業
が継続されるものであるということを聞いております。 

 そのことを冒頭にご報告させていただきます。 
 以上，事務局からのご報告を終わらせていただき，これからの議
事進行は，西條会長様にお願いしたいと思います。 
よろしくお願します。 

 
 それでは，早速議事に入らせていただきます。 
 次第に従い，「２ 報告事項」の「⑴現下の雇用状況等について」，
事務局から説明をお願いします。 

 
 資料１「現下の雇用状況等について」により説明 
 
 ありがとうございました。 
 ただ今の事務局からの説明について，何かご質問，ご意見はあり
ますでしょうか。 

 
 ６ページの雇用保険の受給状況ですが，平成２１年６月を境に減
ってきています。 

 これは失業者が減っているのか，給付期間が満了して雇用保険を
もらえていない人が増えてきているということなのでしょうか。 

 雇用保険の給付が終わってしまい全く収入もなく，非常に困って
いる人が増えているという見方をしたらいいのか，それとも失業者
が減っているという見方をしたらいいのかということです。 

 
 新潟労働局様の方からご説明いただけますか。 
 
 離職者が発生してきた時期が平成２０年１０月から１２月で，そ
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(代理：今泉職業
紹介係長) 

 
 
 
 
 

篠田委員 
 

高橋委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西條会長 
 
 
 
 
 

事務局（竹葉） 
 
 

西條会長 
 
 
 

中島委員 
 
 
 

の後企業整備が増加していたのですが，最近企業整備が幾分落ち着
いたということ。 

 それと，１０月から１２月頃から給付を受けられた方の支給が終
わろうとする時期が大体この時期に重なってきたのではないかと
思われ，それ以降は給付がされていない方も増えているということ
が言えるかと思います。 

 
 そうなると，連動して，生活保護が増えているのですか。 
 
 一昨年の１１月頃から，派遣切りなどの統計を取っているのです
が，新潟は最前線ではないと考えています。 

 生活保護は，太平洋ベルト地帯の状況から見ると状況は悪くない
ですが，確実に増えています。 

 やはり，雇用保険が切れる時期が多いということはあります。 
 蛇足ですが，昨年の年末からハローワークと共に実施したワンス
トップサービス等の状況と，組合等で１日派遣村を新潟市内でも実
施した状況を見ると，件数は少ないですが，実態としてネットカフ
ェやそうした所にいらっしゃる方がまだ全体的には多い。 

 そういった状況があり，その掘り起こしはしたいと思っていま
す。 

 ただ，大阪・名古屋等の太平洋ベルト地帯とは少し様子が違う生
活保護の受給状態になっています。 

 
 ありがとうございました。他に何かございますか。 
 他にご質問がないようですので，次の議題に入らせていただきま
す。 

 続いて，「⑵ 新潟地域若者サポートステーションの事業実績等
について」，事務局からご説明をお願いします。 

 
 資料２「新潟地域若者サポートステーション事業実績報告」によ
り説明 

 
 ありがとうございました。 
 ただ今の事務局からの説明について，何かご質問，ご意見はあり
ますでしょうか。 

 
 どうもご苦労さまでした。 
 ジョブトレを受け入れている企業が，現在３社ということで，こ
の内の１社が私だということと，私は一応その団体の代表というこ
とを仰せつかっていますので，誠に申し訳ありません。 
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事務局（竹葉） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 そこで，ジョブトレを受ける企業の立場からのお話をしたいので
すが，ジョブトレとは何ぞやとか，どういうものを用意したらいい
のかということに対し，我々は割合と無知なのです。 

 とりあえず，我々が持っている様々なスキル，様々な環境の中で，
センターに来られてジョブトレを望まれている方々が，果たしてど
こまでのスキルを持っていらっしゃるのか。 

 また，どこまでのスキルを持たせたらいいのかということが，あ
まり情報として入ってきていない。 

 それから，勿論これはスキルの問題ではなく，単純に，要は慣れ
るということが重要なのだということも勿論あるとは思うのです
が，職種によっては環境がまるで違います。 

 当社の場合は名簿作り位しかないという状態で，そのことで３年
やらせていただいている訳です。 

 そちらからの要望なり，ジョブトレを受け入れる企業側に対する
研修等を多少考えていただけると，現在２０社，３０社の名簿があ
るのですから，その中でもジョブトレの受け入れというのは改善さ
れていくのではないかと思います。 

 前にも言っていたのですが，時々集まって一杯飲みましょうかみ
たいなことも未だ実現していないので，そういった形で，ジョブト
レに関心があり，せっかく手を挙げてくださった皆さんとのネット
ワークがなかなか作り辛いという現状があるということはご認識
いただきたいと思っています。 

 
 ありがとうございます。 
 ジョブトレのスキルのお話がございましたが，そういう利用者も
いるのですが，それはほんの少ないグループで，要するに，サポー
トステーションや家族以外の人との接触をしたことがない人が大
半です。 

 中島映像教材出版様のように，現場のお姉さん，お兄さんがこの
子たちのことをよく理解して受け入れてくれると，仕事を覚えると
いうよりも，そういう人たちとの接触で元気になってくれるので
す。 

 これは，ここにおられる市嶋委員の伴走舎でも同じなのですが，
やはり，受け入れる方が非常にこの子たちのことをよく理解してい
ますので，行くと，やはり居心地がいいからまた希望者が後から手
を挙げるということで，そのスキル以前に，コミュニケーションと
いうか異質の人との交わりでだんだん元気が出てくる。 

 そこから，次に自分はパソコンをやりたいとか，ペットの方に行
きたいとか，農業をやりたいとかというような段階になっていくの
かなと思います。 
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西條会長 
 
 

市嶋委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 利用者にもかなりレベル差もあるのですが，そういう段階ではな
いかと見ています。 

 そこで，利用者の話を聞くと，残念ながら私はこれをやりたいと
いう，これというものがないのです。 

 まず新しい，今までにない人との接触によって，そういうものも
段階的に出てくるのかなということです。 

 そういうことが出てくると，また一歩ステージが変わってくる
し，間違いなくステップアップした利用者の姿が出てくると理解し
ています。 

 ですから，我々もジョブトレに行く場合に，利用者のスキルとい
うものを全く情報収集していない訳ではなく，なかなかそれがもや
もやとしているというのが実態ではないかという感じがしていま
す。 

 今のご提案も含めて，これから当然スキルもどのような形でその
子にあったものを付けていくかということを，具体的に詰めていき
たいと思います。 

 協力事業所のネットワークについては，社長から毎回言われてい
ますが，私の怠慢もあり，なかなか出来ていません。 

 あまり心配しないで，どの位集まるかは別として，やってみるこ
とが大事であると思います。これから社長と一緒に詰めながら，今
年中に一歩を踏み出してみたいという気持ちがあります。 
またよろしくお願いします。 

 
 ありがとうございました。 
 他にありますでしょうか。 
 
 言葉尻を捉えてしまうようで，竹葉所長には申し訳ないと思いま
すが，４番の対策のアルバイト先の所で，健常者が増えてきている
という言葉が出てきたのですが，私は健常者という言葉をこういう
場の中で使うのは不適当な表現ではないかと思います。 

 こういう生き辛さを感じている人たちが，健常ではない人だとい
う意識を捨てるということがとても大切だと私は認識しています。

 そういう意味でお使いになったとは私は思いませんが，やはり，
私たちが一番大事なことは，私たちと同じように生き辛さを感じて
いる人たちが，環境整備がされないがために辛い思いをしているの
ではないかという所に思いを馳せるというベース，原点がないと，
どんな表面的な対策を立てたとしても，実質的な意味で彼らを助け
ていくことは出来ないのではないかと認識しています。 

 もう少し言葉遣いや表現を皆さん全員で大事にしていきましょ
うという提案をさせていただきたいと思います。 
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西條会長 

 
 
 
 
 

事務局（新美） 
 

事務局（竹葉） 
 

 
 
 
 
 
 
西條会長 

 
 
 
西條会長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西條会長 

 
 
 
 

 
 ありがとうございました。 
 それでは，次の議事に入らせていただきます。 
 これまでの自立支援の取り組みの中から，委員の皆様に共通認識
を持っていただく意味で，個別事例について，事務局から報告をお
願いします。 

 
 個別事例を２例報告 
 
 今ほど事例を報告させていただきましたが，他のサポートステー
ションの会合で，本人の了解を取って個別事例の発表をしたとこ
ろ，保護者の方が出ておられて大変な問題になりました。 

 非常に気を付けていかなければならないと私どもは反省してい
るのですが，この事例につきましても，私どもも神経を使っており
ますが，冒頭申し上げましたように，更なる皆さま方の取り扱いに
ついても，よろしくお願いしたいと思っています。 

 
 ありがとうございました。 
 ただ今の個別事例の報告について，何かご質問，ご意見はござい
ますでしょうか。 

 
 特にご質問等ないようですので，次の議事に入らせていただきま
す。 

 以前の会議で，利用者のジョブトレーニングのための受入事業所
の不足が課題として生じていました。 

 このような課題に対応する取り組みとして，県・市のふるさと雇
用再生特別基金事業を活用した四つの事業が立ち上がっていると
のことです。 

 それらを踏まえ，次に（４）各取組状況について，それぞれの事
業の実施団体の皆様からご報告していただきます。 

 なお，ご質問等については，これら各報告全てが終わった後で一
括してお受けしたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

 
  （「異議なし」の声） 
 
 それでは，そのようにさせていただきます。 
 はじめに，①コミュニティ・カフェ（就労体験事業所＆居場所）
事業についてご報告をいただきます。 

 報告は，ささえあいコミュニティ生活協同組合新潟理事の武田さ
んです。 
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ささえあい生協 
武田理事 

 
西條会長 

 
 
 
 
 
 

労協センター 
竹葉氏 

 
西條会長 

 
 
 
 
 
労協センター 
竹葉氏 

 
西條会長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西條会長 
 

市嶋委員 

武田さん，本日はお越しいただきありがとうございます。 
 それでは，武田さん，よろしくお願いします。 
 
 資料３「コミュニティ・カフェ（就労体験事業所＆居場所）事業」
により説明 

 
 ありがとうございました。 
 続きまして，②飲食話「茶の間」事業について報告をいただきま
す。 

 報告者は，企業組合労協センター事業団新潟事業所の竹葉さんで
す。 

 それでは，竹葉さん，お願いいたします。 
 
 資料２「新潟地域若者サポートステーション事業実績報告」（３
ページ目）により説明 

 
 ありがとうございました。 
 続きまして，③地場産大豆を活用した若年者自立支援事業につい
て報告をいただきます。 

 報告者は，同じく竹葉さんです。 
それでは，よろしくお願いいたします。 

 
 資料２「新潟地域若者サポートステーション事業実績報告」（３
ページ目）により説明 

 
 ありがとうございました。 
 次に，④“沼垂・よりどころ”「よろずや」について報告をいた
だきます。 

 報告者は，新潟若者自立支援ネットワーク・伴走舎の市嶋さんで
す。 

 なお，市嶋さんからは，最初にビデオを見てもらいたいとのお話
を事前にいただいておりますので，最初にビデオを上映したいと思
います。 

 それでは，お願いします。 
 
（ビデオ上映） 
 

 引き続いて，市嶋さんからご報告をお願いします。 
 
 資料４「“沼垂・よりどころ”『よろずや』」により説明 
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西條会長 

 
 
 
 
 
 

ＪＯＩＮ 
佐藤支援担当 

 
西條会長 

 
 
 
事務局（笠原） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西條会長 

 
 
中島委員 

 
 
 
 
 
 

 
 ありがとうございました。 
 引き続きまして，⑤新潟市発達障がい支援センター「ＪＯＩＮ（ジ
ョイン）」について報告をいただきます。 

 報告者は，同センター就労支援担当の佐藤さんです。 
 佐藤さん，本日はお越しいただきましてありがとうございます。
それでは，よろしくお願いいたします。 

 
 資料５「新潟市発達障がい支援センター『ＪＯＩＮ（ジョイン）』」
リーフレット等により説明 

 
 ありがとうございました。 
 それでは，ただ今ご報告いただきました①から⑤までの事業につ
いて，一括して何かご質問，ご意見はございますでしょうか。 

 
 事務局から追加でご報告させていただきます。 
 今ほど，①から④の事業について，ふるさと雇用再生特別基金事
業を活用してニートの方々のジョブトレの場を提供する事業とし
て，ご紹介させていただきました。 

 ①，③，④につきましては新潟市が委託しているもので，②につ
いては新潟県が委託している事業ということはご報告したとおり
です。 

 特に，③の地場産大豆を活用した事業につきましては，先月１２
月に新潟市の公募により選定された事業です。 

 現在，実施に当たり県で審査中であり，認可があり次第③の事業
については事業が始まります。今現在，審査中だということだけ追
加でご報告させていただきます。 

 認可があり次第，速やかに実施していきます。 
よろしくお願いいたします。 

 
 ありがとうございました。 
 それでは，ご質問，ご意見はありますでしょうか。 
 
 様々な動きが出てきたという感じで，これからが正念場だという
ことだろうと思います。 

 その中で，市嶋委員がご発言された中でとても興味深かったの
は，これは昔から私も思っていることなのです。 

 いわゆる既成の社会の中に当てはまる人間に障がいを持ってい
らっしゃる方をはめていくという考え方ではなく，その人たちがそ
の人たちの特性に合った中で職業を得て生活して，自立していける
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西條会長 

 
 
 
 

ようになっていかなければ根本的な解決にはならないということ
を昔から思っています。 

 市嶋委員のご発言の中にそれが十分に表れているだろうと思っ
ています。 

 沼垂という歴史のある地域の実情を踏まえた上で，地域の実情と
自分たちの能力，できること，支援体制，環境整備といったものを
どうやって合致させていくかということが，まさにこのような支援
ネットワークがあるからこそ考えなければいけないことだと思っ
ています。 

 誠に生意気なことを申しますが，私がこういう事業の中で一番嫌
いなことは，一般就労という言葉です。 

 就労に一般も特殊もあるかということですし，給料が１，０００
円だからいけないのか，１０万円だったらいいのかということにな
り，そういったものを取っ払って事業を考えていかないと，根本的
なお話にはならないと思うのです。 

 このネットワーク会議やニートに対する取り組みも歴史を重ね
てきているので，そろそろ人を育てるための社会的なシステム作り
に関心を向けていただいてもいいのかなと思います。 

 人を育てる，またその人たちが働ける場を作る，創造していくと
いうことにも繋がるのですが，例えば，先日あるシンポジウムに出
て，驚いたのですが，新潟県には特例子会社が１社もないのです。

 先ほど，援助されている食品会社の社長のお話の中にもあったよ
うに，場所を作ることも経営者の責任であるということをおっしゃ
って，この方は素晴らしいと思いました。 

 やはり，特例子会社が未だに新潟県の中に１社もないという現状
そのものを我々は考え直していかなければいけないし，それは何故
なのか。 

 新潟県民というか越後人の特性なのか，それとも社会構造がそう
なっているのか。 

 また，あまりにも障がい者支援などに対しての知識の普及が遅れ
ているのか，そういった根本的な問題をそろそろ問題にしていきた
いと考えています。 

 とりあえず，好き勝手なことを言いますが，今回の取組状況につ
いての話をお伺いしてそのように思いました。 

 
 ありがとうございました。 
 中島委員のご提案に関連して，何かあればお願いします。 
 ご提案ということで，また引き続き事務局を含めてご検討いただ
きたいと思います。 

 他に何かご意見，ご質問ありますでしょうか。 
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中島委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西條会長 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
西條会長 

 
 

 
 今度はもう少し軟らかい話で，ポイント的なお話をさせていただ
きたいと思います。 

 武田さんが実施している鳥の歌ですが，私も夜の部は何度かお伺
いしたことがあります。 
昼間でも一生懸命やられているということで，ご苦労さまです。

 実績の中で，お弁当が月に４５個というお話がありました。 
 お弁当というのは，障がい者が働く作業所のメニューの中ではか
なりポピュラーなものでして，多いところは１日２００食の所も全
国的にはあります。 

 ４５個が良いとか悪いとかではないのですが，やはりある程度経
済的な効果や，そこにおけるユーザーの方の収入アップといいます
か，待遇改善のためにも，ある程度の販売量の増加が必要であろう
と思います。 

 １日２００食出している所はどうやって営業開拓していったの
か，そういった先進事例を学ぶ研修などをやったらいかがでしょう
か。 

 これは，どういう予算でどこの部署が担当し，どうすれば実現可
能なのか分からないのですが，先進事例に対する学習をしていかな
いと，このまま月４５個が１日４５個になるように持っていく努力
というのは，それこそ社会が障害であるならば，その障害を乗り越
えていくためにとても必要なことではないかと思います 

 そういった先進事例に学ぶというような取り組みも，是非頑張っ
て伸ばしていただきたいと思います。 

 
 ありがとうございました。 
 先進事例，先行事例の研究のご提案がありました。 
 それでは，以上で報告事項を終わりにしたいと思います。 
報告いただきました皆様，どうもありがとうございました。 

 続きまして，３番の意見交換に入らせていただきます。 
 今回，今年度第１回目の会議で，委員の皆様から発達障がい者へ
の就労支援についてのお話がありました。 

 それを受け，本日は，発達障がい者等への支援について意見交換
してはどうかと考えております。いかがでしょうか。 

 
  （「異議なし」の声あり） 
 
 それでは，そのようにさせていただきます。 
 発達障がいについて，委員の皆様から共通認識を持ってもらうた
めに，新潟県発達障がい者支援センターの加治委員から，若干説明
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加治委員 

 
 
西條会長 

 
 
西條会長 

 
 
 
 
事務局（笠原） 
 
 
矢野委員 

（代理：益田労
働福祉・雇用均
等係長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

をいただきたいと思います。 
 加治委員，よろしくお願いします。 
 
 その他資料１「新潟県発達障がい者支援センター『ＲＩＳＥ（ラ
イズ）』活動実績報告」により説明 

 
 ありがとうございました。 
 他に何かありますでしょうか。 
 
 よろしいでしょうか。 
以上で，本日予定していました議事は全て終了しました。 

 続いて，４その他に入らせていただきます。 
事務局から何かありますでしょうか。 
 

 来年度の国のサポステ事業に関し，新潟県様から情報があります
でしょうか。 

 
 新潟県労政雇用課の益田と申します。 
簡単に，厚生労働省の予算状況について説明させていただきま
す。 

 地域若者サポートステーションの事業ですが，今年度，全国で 
９２か所採択されており，来年度は８か所増えて１００か所で行う
予定にしていると聞いています。 

 特に，高校中退者等の訪問相談等を強化していくと聞いていま
す。 

 県内のサポステは，新潟，三条，村上と３か所あります。 
 ３か所ある県が全国的に少なく，まだ１か所，２か所の県が殆ど
です。 

 県内では，上越や長岡など，ふるさと雇用再生特別基金事業を使
って実施している所もあります。 

 新潟県としてはサポステを増やしていきたいと思っていますが，
国の委託を使ってというのは難しいという感触を持っています。 

 もうひとつ，宿泊型の若者支援塾です。 
 これは新潟県にはなく，全国に２７か所ほどございますが，秋の
事業仕分けで廃止する方向で進められているところです。 

 その代わりに，雇用基金事業を使い，短期の合宿形式の事業を国
で考えていると聞いています。 

 就労だけではなく，教育や福祉に関わる総合的なネットワークが
必要だろうということで，昨年の７月に子ども・若者育成支援推進
法というものもできました。 
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西條会長 

 
 
事務局（笠原） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西條会長 

 
 
 
 
西條会長 

 
 
 

福島副会長 
 
 
西條会長 

 
 
 
 

 新潟市には今日のネットワーク会議がございますが，そういった
会議がない市町村もまだありますので，そういう市町村につきまし
ては，来月，市町村を集めた全体会議を予定していますので，情報
提供をしていきたいと考えています。 

 
 ありがとうございました。 
 他に何かありますでしょうか。 
 
 事務局から，委員の変更につきましてお諮りしたいと思っていま
す。 

 今ほど，「新潟市発達障がい支援センターＪＯＩＮ（ジョイン）」
が開設されたことをご報告しました。 

 現在，県のＲＩＳＥ様から委員としてご出席いただいています。
 今年度は３月にもう一回ネットワーク会議を開催する予定でい
ます。 

 その際には，現在のとおりＲＩＳＥ様からご出席いただき，ＪＯ
ＩＮ様につきましては，オブザーバーとして事務局サイドでご出席
いただこうと考えています。 

 年度が改まり，来年度からはＲＩＳＥ様に替わり，新潟市のＪＯ
ＩＮ様に委員として加わっていただくことで考えています。 

 そのような方向で進めさせていただいてよろしいかお諮りした
いと思っています。いかがでしょうか。 

 
 ただ今，事務局からご提案がありましたが，そのような形でよろ
しいでしょうか。 

 
  （異議なしの声） 
 
 それでは，そのような形で，来年度からよろしくお願いします。
 最後に福島委員から，先ほどお話しがありました，ひきこもりア
ートフォーラムについてお話をお願いします。 

 
 その他資料２「ひきこもり ART FORUM はじめの一歩展

2010」リーフレットにより説明 
 
 他にありますでしょうか。 
 よろしいでしょうか。 
 以上をもちまして，本日の会議を終了させていただきます。 
ご協力ありがとうございました。 

 



13 

司 会  どうもありがとうございました。 
 今後とも若年者支援のためお力添えをいただきますよう，よろし
くお願いします。 

 なお，次回の会議日程などにつきましては，事務局で相談させて
いただき，ご連絡を差し上げたいと思っています。 

 今ほど申し上げたとおり，予定としては，３月下旬頃を考えてい
ます。 

 その際には是非ご出席いただきますよう，よろしくお願い申し上
げます。 

 本日は，大変ありがとうございました。 
 

 


